
 
 
 

 

 

・自分が行った作業について、大事なことを落とさずに項目ごとに整理

し、組み合わせたり並べたりしようとする子 

・友達と話し合いながら、意欲的に試行錯誤を重ねることができる子 

 
 

★フローチャートの活用 

 手順を整理するため、また、他者に分かりやすく伝えるためにフローチャー

トを扱う。フローチャートに表すことは、他者に分かりやすく伝えるとともに、

自分の思考を整理することにつながると考える。 

 

★プログラムの実現(ゴール)イメージが共有できる題材選びの工夫 

意図する活動の実現方法が異なるグループ間でも、それぞれのプログラミン

グが妥当であるか全体で検証ができるために、「正しく図形をかく方法」につい

て扱う。ゴールイメージを児童同士が共有することで、より分かりやすく、ス

ムーズな活動を目指しプログラムを精選しようと検討することができる。意図

した活動に結び付くかどうか、動き方を仮定したり、選択したりして共通認識

のもと双方のグループで論理的に考えることが容易になると考える。 

 

★学習形態の工夫（グループ学習） 

 プログラムの客観的な相互評価を行い、その妥当性を確認して、さらに改善

する場を作るため、検討する集団を、コンパスを使用する方式と三角定規を使

用する方式の 2 つに分ける。どうすれば相手グループがスムーズに作図ができ

るか、友達と議論しながら課題解決を図るようにすることで、自分たちの作成

したプログラムの妥当性やどの部分に指示や順序の不具合があるかについて、

友達とやり取りする中で試行錯誤できるようにする。 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 

  



 
 


